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芋
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

鰯
確
実
な
保
証
人
が
い
る
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に
よ

り
決
定

▼
提
出
書
類
　
申
込
用
紙
（
建
築
住

宅
グ
ル
ー
プ
で
配
付
）、
住
民
票
、

所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

▼
応
募
締
切
　
３
月
　
日
（
月
）

１６

▼
決
定
方
法
　
抽
選
で
入
居
決
定

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅

グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
２
２
２
３
）

※
左
表
の
ほ
か
、
随
時
入
居
者
募
集

中
の
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

住
み
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
募
集
住
宅
　
下
表
の
と
お
り

▼
入
居
資
格

茨
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所
か

勤
務
先
が
あ
る
こ
と

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

労
働
保
険

年
度
更
新
時
期
変
更

　
平
成
　
年
度
か
ら
労
働
保
険
の
年

２１

度
更
新
時
期
が
、
社
会
保
険
の
算
定

基
礎
届
の
提
出
期
間
と
統
一
さ
れ
、

従
来
の
「
４
月
１
日
か
ら
５
月
　
日
２０

ま
で
」
か
ら
、「
６
月
１
日
か
ら
７
月

　
日
ま
で
」
に
変
わ
り
ま
す
。

１０　
な
お
、
労
働
保
険
料
の
算
定
対
象

保
安
グ
ル
ー
プ
（
緯
４
２
～
３
２

５
５
）

※
１
・
２
月
号
広
報
紙
の
お
知
ら
せ

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
１
月
号
よ
り
２
か
月
に
わ
た
り
、

　
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
な

６５ど
を
対
象
と
し
た
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
助
成
事
業
を
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
が
、
受
付
期
限
が
３
月
　３１

日
（
火
）
と
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
助
成
対
象
世
帯
で
、
ま
だ
申
請
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め
に
申
請

さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象
世
帯

　
１
月
１
日
現
在
、
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
市
内
に
居
住
す
る
　
歳
以

６５

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
な
ど
。

※
障
が
い
な
ど
に
よ
り
避
難
に
支
障

が
あ
る
二
人
世
帯
な
ど
も
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
問
い
合
わ
せ
先
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
限
　
３
月
　
日
（
火
）

３１

▼
設
置
及
び
助
成
の
方
法
　
助
成
決

定
後
、
事
業
者
が
機
器
の
設
置
に

伺
い
ま
す
。
そ
の
後
消
防
か
ら
直

接
事
業
者
へ
費
用
を
支
払
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
予
防
・

▼
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

▽
受
付
期
間
　
４
月
１
日
（
水
）
～

４
月
８
日
（
水
）

▼
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

▽
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
４
月
　

日
１１

（
土
）
～
同
　
日
（
水
）

１５

・
郵
送
ま
た
は
持
参
　
４
月
　

日
１３

（
月
）
～
同
　
日
（
水
）

２２

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
事
院
北
海
道
事

務
局
第
二
課
試
験
係
（
緯
０
１
１

～
２
４
１
～
１
２
４
８
）

※
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
採
用
情

報
ナ
ビ
」
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.jin
j

i.g
o
.jp
/
s
a
iy
o
/
s
a
iy
o
.h
tm

）

も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
等
程
度
）

　
保
育
所
は
、
事
情
に
よ
り
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
場
合
、
保
護
者
か

ら
入
所
申
し
込
み
を
受
け
児
童
を
保

育
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。

　
神
威
保
育
所
で
は
、
次
の
と
お
り

入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

▼
入
所
要
件

▽
昼
間
、
保
護
者
が
仕
事
の
た
め
家

庭
に
い
な
い
場
合

▽
保
護
者
が
内
職
や
病
人
の
看
護
の

た
め
、
保
育
が
で
き
な
い
場
合

▽
保
護
者
が
妊
娠
中
及
び
出
産
後
間

も
な
い
場
合

▽
保
護
者
が
精
神
、
身
体
に
障
が
い

を
有
し
て
い
る
場
合

▽
そ
の
他
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
、

保
護
者
が
保
育
を
で
き
な
い
場
合

▼
対
象
児
　
生
後
７
か
月
か
ら
小
学

校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

▼
保
育
時
間
　
午
前
７
時
　
分
～
午

３０

後
５
時
　
分
３０

▼
保
育
方
針

▽
心
身
と
も
に
健
康
で
よ
く
遊
ぶ
子

▽
友
達
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
行
動

で
き
る
子

▽
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
子

▽
自
分
の
思
い
を
発
表
で
き
る
子

▽
く
じ
け
な
い
で
最
後
ま
で
が
ん
ば

る
子

▼
年
間
行
事
（
予
定
）

▽
６
月
　
親
子
バ
ス
遠
足

▽
８
月
　
七
夕
、
保
育
所
ま
つ
り

▽
９
月
　
親
子
運
動
会

▽
　
月
　
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
餅
つ
き

１２会
▽
２
月
　
節
分

▽
３
月
　
お
遊
戯
会

▼
保
育
料
　
前
年
の
所
得
税
ま
た
は

当
年
度
の
市
民
税
の
額
に
応
じ
て

毎
月
の
保
育
料
を
決
定

▼
申
し
込
み
　
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
福
祉
事
業
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
神
威
保
育
所
に
備
え
付
け

の
申
請
書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
事
業
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
３
２
１
７
）

住宅番号面積種別団地・地区名区　　分

Ｍ５９－１－３６３㎡３ＤＫ文珠本通り地区改良
前回

Ｋ５７－１－４６６㎡３ＤＫ文珠西歌団地公営

ＫＡ６０－３－４６３㎡３ＤＫ上 歌 地 区

改良今回 Ｋ２　５３－１３－７５８㎡３ＤＫ歌神２区地区

Ｓ５６－１－６６３㎡３ＤＫ神威桜沢地区

■募集住宅

期
間
は
、
従
来
ど
お
り
「
４
月
１
日

か
ら
３
月
　
日
」で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

３１

　
年
度
更
新
申
告
書
は
、
６
月
初
旬

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
適
用
室
（
緯
０
１

１
～
７
０
９
～
２
３
１
１
）
ま
た

は
滝
川
労
働
基
準
監
督
署
（
緯
２

４
～
７
３
６
１
）

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
費
用
助
成

神
威
保
育
所

入
所
児
童
募
集
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くらしの情報

が
、
原
則
と
し
て
３
０
０
月
（
　２５

年
）
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
障
害
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
け
が

で
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た
方
に
は

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
平
成
　
年
度
受
給
額

２０

・
障
害
の
等
級
が
１
級
の
場
合

９
９
０
，１
０
０
円

・
障
害
の
等
級
が
２
級
の
場
合

７
９
２
，１
０
０
円

▼
遺
族
基
礎
年
金

　
国
民
年
金
に
加
入
中
の
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
に
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た

は
「
子
」
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

遺
族
年
金
の
支
給
は
子
が
　
歳
に
到

１８

達
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
（
障
が
い

の
あ
る
場
合
は
　
歳
ま
で
）
で
す
。

２０

▽
　
歳
未
満
の
子
が
１
人
い
る
妻
の

１８場
合
の
平
成
　
年
度
受
給
額
（
７

２０

９
２
，１
０
０
円
＋
子
１
人
の
加

算
額
２
２
７
，９
０
０
円
）

１
，０
２
０
，０
０
０
円

※
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
障
が
い
を

認
定
さ
れ
た
初
診
日
ま
た
は
死
亡

さ
れ
た
月
の
前
々
月
ま
で
の
公
的

年
金
に
加
入
し
て
い
た
期
間
の
う

ち
、
３
分
の
２
以
上
納
付
（
保
険

料
免
除
期
間
を
含
む
）
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
障

が
い
を
認
定
さ
れ
た
初
診
日
ま
た

は
死
亡
さ
れ
た
月
の
前
々
月
ま
で

の
1
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な

け
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
砂
川
社
会
保
険
事

務
所
（
緯
５
２
～
２
１
４
１
）

■
切
り
替
え
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
が
会
社

２０

６０

を
退
職
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
会
社
が

手
続
き
し
加
入
し
て
い
た
厚
生
年
金

（
第
２
号
被
保
険
者
）
か
ら
、
ご
自
分

で
国
民
年
金
（
第
１
号
被
保
険
者
）

に
切
り
替
え
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者

（
第
３
号
被
保
険
者
）
も
、
国
民
年
金

（
第
１
号
被
保
険
者
）
へ
切
り
替
え
る

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
被
保
険
者
の
種
類
（
参
考
）

▽
第
１
号
被
保
険
者
＝
　
歳
か
ら
　

２０

６０

歳
未
満
の
人
で
自
営
業
や
家
事
手

伝
い
、
学
生
、
失
業
さ
れ
た
方
な
ど

▽
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方

▽
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

■
国
民
年
金
の
３
つ
の
保
障

▼
老
齢
基
礎
年
金

　
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
　
年
間
、

２０

６０

４０

全
期
間
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は

　
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が

６５支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
４
８
０
か
月
納
付
し
た
場
合
の
平

成
　
年
度
受
給
額
（
満
額
）

２０

７
９
２
，１
０
０
円

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

や
免
除
さ
れ
た
期
間
な
ど
の
合
計

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

就
学
援
助
制
度

■
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
貸

付
制
度

▼
対
　
象
　
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
の
在
学

生
及
び
入
学
予
定
者

▼
貸
付
月
額
　
高
等
専
門
学
校
生
＝

２
１
，０
０
０
円
～
３
５
，０
０
０

奨
学
金
貸
付
制
度

円
、
短
期
大
学
生
・
専
門
（
専
修
）

学
校
生
＝
４
５
，０
０
０
円
～
６
０
，

０
０
０
円
、
大
学
生
＝
４
５
，０
０

０
円
～
６
４
，０
０
０
円

※
貸
付
月
額
は
、
改
定
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
　
在
学
す
る
学
校

▼
問
い
合
わ
せ
　
日
本
学
生
支
援
機

構
総
務
部
広
報
課
（
緯
０
３
～
６

７
４
３
～
６
０
１
１
）

■
北
海
道
教
育
委
員
会
の
奨
学
金
貸

付
制
度

▼
対
　
象
　
公
立
高
等
学
校
の
在
学

生
及
び
入
学
予
定
者

▼
貸
付
月
額
　
１
０
，０
０
０
円
～

２
５
，０
０
０
円

※
貸
付
月
額
は
、
改
定
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
　
在
学
す
る
学
校

▼
問
い
合
わ
せ
　
在
学
す
る
学
校
ま

た
は
北
海
道
教
育
庁
生
涯
学
習
部

高
校
教
育
課
（
緯
０
１
１
～
２
０

４
～
５
７
６
０
）

■
市
の
奨
学
金
貸
付
制
度

▼
対
　
象
　
本
市
出
身
者
（
保
護
者

が
市
内
に
居
住
）
で
、
大
学
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
高
校

の
在
学
生
及
び
入
学
予
定
者

▼
貸
付
月
額

▽
大
学
生
・
高
等
専
門
学
校
生
・
専

修
学
校
生
＝
２
０
，０
０
０
円

▽
高
校
生
＝
８
，０
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
間
　
３
月
　
日
（
木
）

１９

～
４
月
　
日
（
水
）

１５

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
グ
ル
ー

　
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理
由

で
義
務
教
育
の
就
学
が
困
難
な
児
童

・
生
徒
に
、
学
用
品
費
や
修
学
旅
行

費
、
医
療
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
、
学
校
な
ど
で
配

付
さ
れ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
証
明
書
等
を
添
え
て
在
学
す

る
学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
新
入
学
児
童
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
か
ら
対
象
児
童
の
保
護
者

宛
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

入
学
予
定
の
小
学
校
ま
た
は
教
育
委

員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
書
に
添
付
す
る
も
の
　
源
泉

徴
収
票
の
写
し
な
ど
、
平
成
　
年
２０

分
の
収
入
が
証
明
で
き
る
も
の
。

▼
提
出
期
限
　
３
月
　
日
（
月
）

１６

▼
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
４
２
２
３
）

プ
（
緯
４
２
～
４
２
２
３
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
を
行
う
方
の
た
め
に

設
け
ら
れ
た
補
償
制
度
で
す
。

　
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
く

だ
さ
い
。

▼
保
険
期
間
　
平
成
　
年
４
月
１
日

２１

～
同
　
年
３
月
　
日

２２

３１

※
途
中
加
入
の
場
合
は
、
掛
け
金
を

振
り
込
ん
だ
日
の
翌
日
か
ら
適
用
。

▼
保
険
内
容

補　償　額掛け金

（年額）
区　　分

通　院入　院

１日

１，５００円

１日

４，０００円

１人

　６００円
子どもの団体

１人

１，６００円

大人のスポーツ

活動

１日

１，０００円

１日

１，８００円

１人

　８００円

老人クラブなど

のスポーツ活動

※
死
亡
等
へ
の
補
償
や
中
学
生
以
下

の
個
人
練
習
・
活
動
、
大
人
の
文

化
活
動
を
対
象
と
し
た
制
度
、
子

ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
指
導
者

が
加
入
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
グ
ル
ー

プ
（
緯
４
２
～
４
２
２
３
）
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
総
務
財
政
課
広
報
情
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
電
話
４
２
～
３
２
１
２
番
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
留
萌
印
刷
㈱

　　　　 　 
のり

彊おたんじょう　おめでとう

　 丸山 　 由  奈 ちゃん（ 丸山 　 知幸 さん）　文珠
まるやま ゆ な まるやま ともゆき

　 植  田 　 泰正 くん　（
うえ だ たいせい

 植  田 
うえ だ

　 正成 さん）　神威
まさなり

　 石﨑 　　 陸 くん　（ 石﨑 　 弘恭 さん）　文珠
いしざき りく いしざき ひろゆき

　 熊谷 　 篤  輝 くん　（ 熊谷 　 広雪 さん）　文珠
くまがい あつ き くまがい ひろゆき

　 鈴  木 　　 禅 くん　（ 鈴  木 　　 拓 さん）　文珠
すず き ぜん すず き たく

恭おくやみ　もうしあげます

　 宮  田 　 幸  子 さん（８９歳・１月５日死亡）歌神
みや た ゆき こ

　 相河 　  昭 さん（９４歳・１月１１日死亡）本町
あいかわ あき

　 古  城 　 武  雄 さん（９５歳・１月１２日死亡）中村
こ ぎ たけ お

　 松倉 とみ 子 さん（８６歳・１月２２日死亡）神威
まつくら こ

　 大  塲 　 友幸 さん（７２歳・１月２７日死亡）神威
おお ば ともゆき

　 三  上 　 啓一 さん（６６歳・２月４日死亡）歌神
み かみ けいいち

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

くらしの情報

………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

平成２１年３月１日

◆
お
知
ら
せ
◆
　
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、
２
０
１
１
年
（
平
成
　
年
）
７
月
　
日
ま
で
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全
移
行
し
ま
す
。 

〈
庶
務
企
画
グ
ル
ー
プ
〉

２３

２４

マ
薬
局
砂
川
店
」で
販
売
さ
れ
ま
す
。

※
定
期
券
は
、
予
約
販
売
と
な
り
ま

す
（
予
約
受
付
は
２
日
前
ま
で
）
。

ま
た
、
土
・
日
・
祝
日
は
、
待
合

室
内
売
店
で
「
札
幌
行
回
数
券
、

往
復
券
」
の
み
販
売
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
中
央
バ
ス

㈱
空
知
事
業
部
（
緯
２
２
～
２
１

０
４
）

中
央
バ
ス

砂
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
閉
鎖

　
講
話
や
視
察
研
修
な
ど
、
全
　
回
１６

の
日
程
で
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
４
月
下
旬
～
　
月
中
旬
、

１０

午
前
　
時
～
正
午

１０

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
ほ
か

▼
対
　
象
　
市
内
に
居
住
す
る
　
歳
６０

以
上
の
方

▼
受
講
料
　
１
，５
０
０
円

高
齢
者
大
学

▼
と
　
き
　
３
月
　
日
（
金
）・
　
日

２７

２８

（
土
）
午
後
１
時
～
同
４
時

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
館

▼
対
　
象
　
幼
児
・
小
学
生
及
び
保

護
者

▼
内
　
容
　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、

ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
上
映
会

▼
持
ち
物
　
カ
ッ
タ
ー
、
は
さ
み
、

定
規
、
色
鉛
筆
、
接
着
剤

▼
参
加
料
　
無
料
（
小
学
生
ま
で
）

▼
申
し
込
み
　
３
月
　
日
（
木
）
ま

２６

春
休
み
子
ど
も
教
室

　
「
中
央
バ
ス
砂
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
は
、

平
成
　
年
３
月
　
日
で
乗
車
券
販
売

２１

３１

等
の
営
業
を
終
了
し
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

末
ま
で
は
下
図
の
と
お
り
乗
り
場
が

変
更
さ
れ
、
停
留
所
名
は
「
砂
川
市

立
病
院
」
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
４

月
１
日
以
降
の
乗
車
券
は
「
ナ
カ
ジ

楽
生
園
地
域
住
民
講
座

　
楽
生
園
で
は
、
地
域
住
民
と
の
交

流
を
図
る
た
め
次
の
と
お
り
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
３
月
　
日
（
水
）
午
後

１８

２
時
～
同
３
時
　
分
３０

▼
と
こ
ろ
　
楽
生
園

▼
講
座
内
容

①
栄
養
講
座
　
「
元
気
に
長
生
き
す

る
た
め
の
食
事
と
は
」
～
元
気
に

長
生
き
は
食
事
が
決
め
手
～

▽
講
　
師
　
 中
川
 　
 理
  奈
 さ
ん
（
栄

な
か
が
わ
 

り
 
な

養
士
）

②
精
神
保
健
講
習
　
「
楽
し
い
暮
ら

し
は
心
の
健
康
か
ら
」

▽
講
　
師
　
 太
  田
 　
 厚
  志
 さ
ん
（
精

お
お
 
た
 

あ
つ
 
し

神
保
健
福
祉
士
・
精
神
対
話
士
）

▼
定
　
員
　
　
人
５０

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
楽
生

園
（
緯
４
２
～
２
４
６
８
）

※
今
後
も
地
域
住
民
講
座
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
講
座
内
容
に
よ
り
別
途
費
用
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
公
民

館
（
緯
４
２
～
３
９
０
２
）

人　　　口　　　４,７７６人（－１６人）

　　男　　　　　２,１７８人（－８人）

　　女　　　　　２,５９８人（－８人）

世　　　帯　　　２,５００世帯（ー１０世帯）

（平成２１年１月末日現在）

　
平
成
７
年
３
月
に
発
生
し
た
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
　
年
が
経
過
し

１４

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
ま
だ
事
件
の
悪
夢
に

苦
し
む
多
数
の
被
害
者
が
お
り
、
事

件
に
深
く
関
わ
っ
た
「
 平
  田
  信
 」「
 高
 

ひ
ら
 
た
 
ま
こ
と
 

た
か

 橋
  克
  也
 」「
 菊
  地
  直
  子
 」
が
依
然
と
し

は
し
 か
つ
 
や
 

き
く
 
ち
 
な
お
 
こ

て
逃
走
し
て
い
る
な
ど
、
一
連
の
オ

ウ
ム
真
理
教
関
連
事
件
の
全
容
解
明

は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
心
当
た
り
の
あ
る
方
や
、
似
て
い

る
人
を
見
か
け
た
方
は
、
た
め
ら
わ

ず
警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
（
緯

３
２
～
０
１
１
０
）

赤
歌
警
察
署
か
ら
の

お
願
い

で
に
郷
土
館
（
緯
４
３
～
２
１
３

１
）
、
神
威
児
童
セ
ン
タ
ー
（
緯
４

２
～
３
１
９
２
）
ま
た
は
東
光
児

童
館
（
緯
４
２
～
３
３
７
４
）へ
。

　
市
内
の
企
業
で
は
、
次
の
と
お

り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

繋
介
護
職
員

▼
求
人
数
　
２
人

　
く
わ
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

砂
川
（
砂
川
市
西
６
条
北
５
丁
目

緯
５
４
～
３
１
４
７
）
へ
。

求
人
情
報
（
２
月
　
日
現
在
）

１０


